
飯能市の西部に位置する名栗地区は、全域が県立奥武蔵自然公園に指定

され、地区の 97％がスギ、ヒノキの山林という緑豊かな自然と清流に囲

まれた「自然の美術館」である。

近年、そうした自然と景観を求めハイキングやキャンプ、川遊びやサイ

クリングなど観光を目的とした来訪者も多く、年間を通じて賑わいを見せ

ている。

紅葉の鳥居観音

名栗地区



山間地域で特に顕著である少子高齢化と人口減少は、まちづくり推進委員会の活動に限

らず、地域全体のコミュニティづくりや他の活動団体の存続にも影響している。また、公

共交通機関の存続・維持に向けた取り組みも最重要課題となっている。

そのような中で、各事業を継続して実施していくため、新たな会員の確保や合理的な役

割分担、新たな視点による取り組みの検討など、魅力的な事業を展開していくことが必要

である。

名栗地区まちづくり推進委員会は平成22年１月に発足し、これまでアクションプラン

に基づき、各事業部により活動を進めてきた。

・里山活性化事業は、自生する竹を伐採・加工して杖を作成し、ハイキングコースへの設

置や補充、ハイキングコースの最寄りバス停に西川材を使ったベンチの設置、補修を行

った。

また、自然環境を利用してカブトムシを育て、地区のイベントで子ども達に配布した。

・ホタルの里づくり事業は、ホタルの餌となるカワニナの放流によりホタルが名栗地区全

域に増え、ホタル観賞会などイベント実施につながっている。また、水生生物の観察や

保護は、青少年健全育成の会、わくわく名栗クラブなど地域の団体も取り組んでいる。

・景観整備事業は、会員と地域住民が協力し、地区内河川の清掃作業（川ぐるみ、篠の伐

採、ごみ等の清掃）や幹線道路沿いの樹木管理などを継続的に実施している。

・イベント事業は、地区内で開催される観光イベント等に協力し、交流人口の増加を図

った。

人と人とのふれあいを育む地域づくり

○人と人とのふれあいと観光を推進する地域づくり

○豊かな自然と共生する地域づくり

活動実績

現状と課題

将来像

サブテーマ



名栗地区協働計画「アクションプラン」

将来像 サブテーマ アクションプラン
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名栗湖畔より棒ノ嶺方面を望む

http://172.16.80.5/intra/illust/H/H12/picture/H1200019.jpg


★アクションプラン①「里山活性化事業」

★アクションプラン②「ホタルの里づくり事業」

〔目的〕

地元西川材を観光資源として利活用することで、地域資源を見直し、木の持つあたた

かさなどをPRする。また、事業参加者同士のコミュニケーションを生み出す。

〔取り組み方〕

・自生する竹を伐採・加工して杖を作製、ハイキ

ングコース登山口へ杖を設置。併せて点検補充

を実施

・ウオーキングコースの最寄りバス停に西川材

ベンチを設置。補修も実施

・自然環境の中でカブトムシを育て、地域

イベントなどで子ども達に配布

〔目的〕

入間川の最上流部である河川の環境保全に取り組むことで、ホタルの舞う清らかな水

と、多様な生物を育む自然環境をつくり、地域の方が協力し合って維持していく。

〔取り組み方〕

・ホタルの餌になるカワニナの放流、育成

・清流の環境保全のための清掃活動

・ホタル観賞イベントへの協力

・水生生物の保護や観察

・幼稚園児、小学生、中学生やその保護者

の事業への参加協力

ホタルが飛び交う名栗の清流

西川材のベンチづくり→



★アクションプラン③「景観整備事業」

〔目的〕

奥武蔵の山々や入間川の清流、ダム湖などの豊かな自然や、寺社仏閣など歴史的

資源の良さを引き立たせるよう沿道や河川など周辺の景観整備を行う。地域に住み

やすさを感じ、住んで良かったと思える環境を作り出すことで、併せて観光事業や

交流人口の増加へもつなげていく。

〔取り組み方〕

・整備場所の選定と年間の作業計画の作成

・会員及び地域住民への作業協力依頼

・沿道や河川沿いのごみ拾いや除草、花木

の植栽、維持管理

★アクションプラン④「イベント事業」

〔目的〕

地区内では年間を通して様々なイベント事業が行われている。地区の住民が参加し、

相互にふれあい、地域に愛着を持てるよう働きかける。

〔取り組み方〕

・子どもから高齢者までが参加し、世代間

交流できるよう各種イベントに協力

・地域活動団体相互の連携、協力の呼びかけ

・地域住民への事業PRとして会報の発行

名栗ふるさとまつりの様子

河川敷での景観整備作業

（下名栗地内） →



アクションプラン④

イベント事業

アクションプラン③

景観整備事業

入間川（名栗川）

埼玉県立名栗げんきプラザ

松木の観音堂
檜渕諏訪神社

景観整備作業

棒ノ嶺山頂

なぐり杖設置場所



文 名栗地区

行政センター

名栗地区アクションプランマップ

鳥居観音

さわらびの湯

アクションプラン①

里山活性化事業

アクションプラン②

ホタルの里づくり事業

名栗川橋

ノーラ名栗

名栗地区の観光拠点として、豊かな
自然の中で、サウナテントやバーベ
キュー、グランピングなど北欧文化
が体験できます。また、ステージを
活用したイベントも開催されます。

なぐり杖の設置場所

名栗カヌー工房

有間渓谷観光釣り場

星宮神社

景観整備エリア

（全 域）

水生生物観察会

景観整備作業

下名栗諏訪神社


